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１．事業の背景 

 

ライフスタイルや社会情勢が変化する中で、子育て世代を身近な地域で親身に支える仕組み

を整備することは急務であることから、子育て世代包括支援センターは、母子保健法の改正

(H29.4)により設置が努力義務化、ニッポン一億総活躍プランにおいて H32 年度末までに全国展

開を目指すこととされた。子育て世代包括支援センターでは、切れ目ない支援の提供、情報の一

元管理、地域づくりの役割を担うことが期待されている。 

 

 

２．当市の子育て支援の現状 

 

当市では、母子保健と子育て支援、児童福祉について、それぞれの各部署が支援を行ってい

る。出産・子育て期のサービス利用に複数の機関が複雑にかかわることで、つながりが途切れてし

まうことがあること、担当者レベルでは、切れ目ない支援の実現に向け連携しているが、これからは、

担当者レベルにとどまらず、組織体制として妊娠・出産から子育て期までの切れ目なくつながる連

携支援体制を構築する必要がある。 

 

 

３．子育て世代包括ケアシステム「きたひろすくすくネット」とは 

 

子育て世代包括ケアシステム「きたひろすくすくネット」とは、子育て支援分野である地域子育て

支援センター「あいあい」と、母子保健分野である健康推進課保健指導担当と、両者が連携するこ

とにより子育て世代包括支援センターの機能を果たす「しくみ」です。 

子育て世代包括ケアシステム「きたひろすくすくネット」では、妊娠期から乳幼児期(就学前幼児)

の子どもとその家庭を対象に、母子保健事業と子育て支援事業を一体的に提供し、必要とされる

各種制度・サービスにつなぎ、市民が安心して子育てできるよう、妊娠期間中から子育て期間中

を切れ目なく支えます。 

 

 

４．子育て世代包括ケアシステム「きたひろすくすくネット」の理念 

 

妊娠期から子育て期間中、子育て家族との信頼関係を醸成し、子育て不安を軽減し、安心して

子育てできるよう切れ目なく支援します。 
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５．子育て世代包括ケアシステム「きたひろすくすくネット」のコンセプト 

 

□  妊娠から出産、子育ての総合相談窓口(相談体制が充実)  

「きたひろすくすくネット」が、妊娠から出産、子育てまでの総合相談窓口となることで、相談

先に迷うことがなくなります。 

「きたひろすくすくネット」は、相談内容に応じて関係機関への連絡や調整を行うことにより、

妊産婦、乳幼児、子育て家庭が切れ目なく必要な支援が受けられるようにします。 

 

□  相談を待ってるだけじゃない・予防的にもアプローチ  

家族のライフステージ・ライフイベントに寄り添い、それぞれの家族にあった支援やサービス

をプランニングします。 

リスクや課題が顕在化する前の予防的な視点で「きたひろすくすくネット」からもアプローチし

ていくことで、支援が行き届かない人をなくします。 

 

□  関係機関が連携して支え、制度を充実(ネットワーク機能と子育てサービスの充実)  

関係機関の連携体制をつくり、関係機関による重層的な支援体制とすることで、年齢や障

がい、制度のはざまをつくらない支援を目指します。 

 

 

６．子育て世代包括ケアシステム「きたひろすくすくネット」の業務 

 

6-1 「きたひろすくすくネット」の機能 

 

（１）子育ての総合相談機能 

母子保健分野と子育て支援分野の専門職による重層的な対応 

 

（２）ケースマネジメント機能 

妊娠期から子育て期（就学前まで）のリスクや課題の精確な見立て 

個別性に配慮したライフステージに応じたプランニングと包括的な支援体制 

支援結果や状況を把握し、評価や支援の見直し 

 

（３）ネットワーク機能 

課を超え日常的に定例化された情報交換と情報共有 

子育て不安の解消・虐待予防のための関係機関とのネットワークづくり 

 

（４）その他の機能 

関係機関から得られた情報や相談対応の中から子育て支援制度の充実に向けて検討 
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6-2 職員配置 

 

（１）健康推進課保健指導担当 

母子保健マネージャー：専任職員 保健師2名(正職員1、第1種非常勤職員1) 

兼務職員 保健師2名(主査１、第1種非常勤職員１) 

地区担当保健師(マイ保健師)：兼務職員 ：保健師4名(正職員4) 

 

（２）地域子育て支援センター「あいあい」 

子育て支援コーディネーター：専任職員 保育士1名(第1種非常勤職員1名) 

兼務職員 保育士2名(主任1名、第1種非常勤職員1名) 

 

6-3 事業内容 

 

機能（１）子育ての総合相談機能 

母子保健マネージャーと子育て支援コーディネーターが妊娠期から子育て期の様々な悩み、

不安に対応します。 

 

①妊娠期の相談・支援 

妊娠届出、母子健康手帳交付に母子保健マネージャーと子育て支援コーディネーターが

ペアですべての妊婦と面接し、相談対応します。子育てのスタートである妊娠期に妊娠中の

心配事から子育てに向けての心配事も同時に相談できます。 

場所：保健センター 

※現在の妊娠届出、母子健康手帳交付窓口を保健センター1か所に集約します。 

保健センターに来所できない場合は、前日までの予約制で家庭訪問もしくは出張所で対応し

することと、土曜日午前中も前日までの予約制(場所：「あいあい」)で拡大して対応し、利便性

を確保します。 

役割： 

・母子保健マネージャー 

妊婦アンケートに基づいて、個々に応じた妊娠期からのマタニティ支援プランを作成しま

す。 

妊娠、出産、育児に必要な情報をまとめたファイルを配布します。 

～母子手帳交付、妊婦健診受診券発行、妊婦アンケート、妊婦保健指導、マイ保健師*1

の紹介、マタニティ支援プラン作成*2、産婦健診受診券発行 

・子育て支援コーディネーター 

子育てや保育に関する公的サービスを情報提供します。 

～市の子育て支援や保育制度の紹介(子育てガイド配布)、あいあいとファミサポの紹介 

＊1(新規)マイ保健師～母子健康手帳交付時から妊娠期からの伴走支援者を配置し、対象

者へ周知。顔の見える関係づくりを早期に設定。写真または似顔絵入りのプリント作成。 

＊2(新規)マタニティ支援プラン作成～妊娠期からおおむね産後 3か月のスケジュールを作

成。先の見通しが持てることで、安心・安全な出産・育児となるようプランニング。 
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②出産直後の相談・支援 

出産後の状況を把握し、安心して子育てをスタートできるよう必要な支援をプランニングし

ます。出生届出後に保健センターで対応します。出張所で出生届出をした場合は、電話で状

況を確認し、必要に応じて相談支援を行います。 

支援内容： 

・(保健センターの場合)妊婦健康診査通院支援事業、ファミサポ無料券、ごみ袋の助成の申

請手続きの窓口 

・産婦健診、産後ケアの案内、赤ちゃん訪問の案内、子育て支援施設の案内など。 

 

③子育て期の相談・支援 

母子保健マネージャーと子育て支援コーディネーターが子育て中のさまざまな悩み、不安

に対応します。継続的な相談支援が必要な場合は、マイ保健師に引き継ぎをします。 

来所相談だけでなく、母子保健コーディネーターと子育て支援コーディネーターがペアで相談

対応に出向きます。 

・あいあい子育て相談デー：年12回(予定) 

・移動子育て相談デー：「ぶらんこ」年3回、「どんぐり」年2回、「輪厚児童センター」年4回 

※移動子育て相談デーは、今まで出前講座の依頼を受けていたものを「きたひろすくすくネッ

ト」の事業としてリニューアル。実施回数は、今年度ベース。 

※児童センターは、団地児童センター、大曲児童センターにも順次、拡大実施を検討。今後、

各センターと調整。 

 

 

機能（２）ケースマネジメント機能 

妊娠期から子育て期（就学前まで）のリスクマネジメントを行い、課題が顕在化する前の予防の

視点で支援を検討します。 

 

①ケース検討 

妊婦アンケートや赤ちゃん訪問時のアンケート、「きたひろすくすくネット」の活動の中から気に

なったケースについてケース検討を行い、リスクや課題の見立てを行う。 

担当者：母子保健マネージャー、子育て支援コーディネーター 

出席者：母子保健マネージャー、地区担当保健師、赤ちゃん訪問担当保健師、子育て支援コ

ーディネーター、あいあい保育士 

実施回数：月3～4回 

 

②子育て検討会 

ケース検討を受け、地区担当保健師などが支援した結果、再検討が必要な場合、子育て検

討会で検討する。アセスメントとプランニングを繰り返し、多職種・多部署の協力も得ながら支援

を続ける。 

担当者：母子保健マネージャー 
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出席者：ケース検討出席者にプラス子ども家庭課家庭児童担当者、その他必要者 

実施回数：月1回 

※現在、健康推進課主催で行っているケース検討、子育て検討会を再編し実施する。現在

の実施要領を今後修正予定。 

 

③支援プラン作成 

妊娠期のマタニティ支援プラン、子育て期の子育てプラン、ケース検討・子育て検討会で検

討したケースなど必要者に対する養育支援プランを作成。 

プラン作成者：妊娠期(全員)…母子保健マネージャー 

子育て期(全員)…赤ちゃん訪問担当保健師、 

養育支援プラン(必要者)…地区担当保健師 

 

 

機能（３）ネットワーク機能 

子育て支援関係課で定例会議を実施するほか、地域関係機関との連携、ネットワークづくりを目

指す。 

 

①3課ネットワーク会議 

健康推進課、あいあい、子ども家庭課の3課で定例的に行う。情報共有や各部署の行事、事

業の状況や地域の子育て状況等をイメージするほか、包括設置当初は、包括の運営全般にか

かわる課題の共有と解決に向けて検討する。 

事業量：月1回 

 

②情報連携 

３課が母子システムを使って、個別支援の状況を共有する。関係機関から得られた情報も入

力し、個別ケースの情報の一元化を図る。対象者には、一貫性・整合性のある支援を実現す

る。 

 

③地域関係機関との連携 

H31 年度は、母子保健マネージャーと子育て支援コーディネーターがペアで関係機関を訪

問し、「きたひろすくすくネット」の周知と個別ケースや関係機関の事業に関する情報収集を行

う。 

会議形式で連携を図る場合は、既存の会議の活用も検討する。 

 

機能（４）その他の機能 

「きたひろすくすくねっと」の活動で得られた地域情報を基に子育て支援制度の充実を検討する。

「きたひろすくすくネット」を開始するにあたり、当市には出産直後のサービスが不足していることが

明らかであったため、下記の事業を新規に開始する。 

(検討課題)順次拡大整備・・・妊婦歯科健診や新生児聴覚検査費助成 など 
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①産婦健診の助成 

産婦健診に対して助成券を発行する。 

発行窓口：保健センターで妊娠届出時または妊婦の転入時に発行する。 

助成額:1回5,000円を2回まで 

助成内容：産婦健診（エジンバラうつスクリーニングを含む） 

＊北海道医師会、助産師会等との協定書に基づく 

 

②産後ケア 

産婦の休養・母乳相談・個々に合わせた子育て相談・育児知識や手技の指導を行う。助産

院等への委託で、宿泊型、訪問型、トワイライトサービス（デイサービス）の実施を予定。 

 

③妊婦訪問 

希望者と必要者に対して地区担当保健師等による訪問支援を実施する。対象者は、妊娠届

出時や妊婦ケース検討の結果により必要者と判断する。 

担当者：マイ保健師（地区担当保健師） 

対象者：妊婦とその家族で、出産や育児に向けての不安が強いなど支援が必要な方 

実施内容：妊娠期の保健指導、出産に向けての準備についての助言、育児手技の練習など 

 

 

７．子育て世代包括支援センターと関係法令、補助金 

 

子育て世代包括支援センター 

：母子保健法第 22 条に定める『母子健康包括支援センター』と同義。支援が必要な母性

及び乳幼児に対する支援プランの作成、支援の実施状況及び支援対象者の状態の定期的

な確認、当該状態を踏まえた支援プランの見直しを行う。 
 
利用者支援事業 

：子ども・子育て支援法第59条第1号に基づき実施。子どもまたはその保護者の身近な場

所で、教育・保育・保健その他の子育て支援の情報提供および必要に応じ相談・助言等を行

うとともに、関係機関と連絡調整等を実施する事業。 
 
補助金・交付金 

母子保健衛生費国庫補助金（国1/2補助） 

・子育て世代包括支援センター開設準備事業 

・産後ケア事業 

・産婦健診 

    子ども・子育て交付金（国1/3、道1/3） 

・利用者支援事業開設準備経費(改修費等) 

１）基本型 基準額4,000,000円 

２）母子保健型 基準額4,000,000円 
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・利用者支援事業運営費 

１）基本型 1か所当たり年額7,200,000円 

２）母子保健型 1か所当たり 8,747,000円 

7



きたひろすくすくネットの組織体制

保健センター(健康推進課)
保健指導担当

子育て支援センター
「あいあい」

マイ保健師
・兼務保健師4 あいあいスタッフ

母子保健
マネージャー
・専任保健師2
・兼務保健師2

子育て支援
コーディネーター
・専任保育士1
・兼務保育士2

子ども家庭課
家庭児童担当

家庭児童相談員
母子自立支援員
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きたひろすくすくネットの
機能と業務内容

子育て総合相談機能 ケースマネジメント機能

ネットワーク機能 その他の機能

ケース検討

子育て検討会

支援プラン作成

産後ケア事業

産婦健診助成

・妊娠届出、母子健康手帳交付時に妊婦全数面接、支援プラン作成
・保健センターでの交付とし、予約制で土曜日や訪問対応を拡大

・妊婦健康診査通院支援、ファミサポ無料券、ゴミ袋助成の申請を
集約、出産後の状況を把握し必要なケアを紹介

出産直後の相談・支援

妊娠期の相談・支援

・「あいあい」での子育て相談と地域子育て支援センター、児童セン
ターに出向いて子育て相談を実施。

子育て期の相談・支援

・「あいあい」、健康推進課保健指導スタッフが出席。
・継続支援が必要と思われるケースについて、支援の方向性を検討

・ケース検討の結果、再アセスメント、検討が必要なケースが対象。
・子ども家庭課相談員も出席。

・妊娠期のプラン、子育て期のプランを作成し、配布する。
・ケース検討と子育て検討会で検討したケースは、内部で共有。

・健康推進課、あいあい、子ども家庭課の3課で定例開催

・3課がシステムにより情報共有。一貫性整合性のある支援へ。

3課ネットワーク会議

情報連携

・地域関係機関との連携を視野に初年度は、周知活動で訪問

地域関係機関連携

・産婦健診に対して助成券を発行。1回5,000円を2回まで助成。

・産婦の休養、母乳相談、子育て相談や育児手技の指導を助産院
等への委託で実施。

・希望者と必要者に対してマイ保健師が訪問。

妊婦訪問
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妊娠前 妊娠期 出産～1か月
1か月～
3か月

乳児期
3～12か月

幼児期

子育て世代包括ケアシステム「きたひろすくすくねっと」の開設と

ライフステージごとの事業構造図

⇒⇒ ⇒⇒ ⇒⇒ 妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援 ⇒⇒ ⇒⇒ ⇒⇒

養育支援訪問

・特定不妊治療費助 ・妊娠届出

～妊婦アンケート

・マイ保健師紹介

・妊婦健康診査

・妊婦通院支援

・母子保健推進員

妊娠期訪問

(新)産婦健診
エジンバラうつ質問票実

施

こども発達支援センター・発達相談・通園事業

・赤ちゃん訪問

質問票4種類実施

・乳児健診(3･6･10か

月)

・育児交流会

・母子保健推進員

乳児期訪問

・1歳6か月児健診

・あそび教室

・3歳児健診

・フッ素塗布

・子育て相談デー

児童センター

地域子育て支援センター（市内3か所）

ファミリー・サポート・センター（ファミサポ）

(新)産後ケア事業

・マタニティスクール

・マタニティ両親コース

・妊婦訪問

保育園・認定こども園
保育園一時預かり

家庭児童相談・ひとり親家庭相談支援

妊娠期の

相談・支援

福祉課・障がい児（者）相談支援

出産直後の

相談・支援

きたひろすくすくネット 子育て期の相談・支援(全員)マタニティ支援プラン

(必要時)マタニティ支援プランの修正

面談

(全員)子育て支援プラン

(必要時)養育支援プラン (必要時)養育支援プラン(必要時)養育支援プラン

きたひろすくすくネットが

面談で支援の必要性を把握

し、プランを作成すること

で各種サービスの利用につ

なぎ、切れ目ない支援を実

ケース検討と子育て検討会でのリスクマネジメントと支援プランで子育てを支援する事業と必要とする家庭をつなぐ

面談

面談

面談

面談面談1
0


